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地球以外の惑星の大気圏・電磁圏を中心とする惑星環境の変動メカニズムを理解するためには，その時間変化

を長期にわたる連続的な観測によって明らかにする必要がある．その意味で望遠鏡によるリモートセンシングが有

力な手段となるが，地上からの観測では観測時間帯や観測波長の制約が大きい．一方、直接探査はそれ単独では、

時間、リスク、コストの点から制約が大きい。こうした背景を踏まえ，我々は衛星総重量約 200kg と小型ながら高

精度のポインティング性能を持ち，波長 100nm から 1μm をカバーする高機能惑星宇宙望遠鏡(TOPS)を提案する．

発表では、惑星研究における宇宙望遠鏡のメリットと具体的なサイエンスターゲットについて述べるとともに、技

術的な実現見通しについても紹介する。 

 


